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巻頭特集

「国立大学法人化は
　　　失敗だったのか」
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出前授業で新聞制作の要
点について説明する石田
編集委員

気仙沼高校で授業する
小野総局長

テ
ー
マ
幅
広
く
、講
師
陣
も
充
実

記
者
に
よ
る
出
前
授
業　
新
聞
＠
ス
ク
ー
ル

記者による出前授業

←お申し込みは
   こちら

　
読
売
新
聞
記
者
に
よ
る
出
前
授
業

は
、２
０
１
６
年
は
全
国
で
１
０
６

件
だ
っ
た
が
、昨
年
は
１
７
９
件
に

増
え
た
。今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で

は
96
件
で
、昨
年
の
同
じ
時
期（
41

件
）の
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。授
業

の
テ
ー
マ
と
し
て
学
校
か
ら
要
望
が

多
い
の
は
▽
新
聞
の
読
み
方
▽
キ
ャ

リ
ア
教
育（
記
者
の
仕
事・新
聞
社
の

役
割
）▽
新
聞
作
り
・
文
章
の
書
き

方・
取
材
の
ま
と
め
方
―
な
ど
。最

近
は
、フ
ェ
イ
ク（
偽
）ニ
ュ
ー
ス
が
注

目
を
集
め
た
り
、ソ
ー
シ
ャ
ル・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

が
ら
み
の
犯
罪
が
起
き
た
り
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー（
新
聞
、テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
様
々
な
媒
体
か
ら
発
信
さ
れ

　
読
売
新
聞
の
記
者
が
講
師
を
務
め
る
出
前

授
業
へ
の
参
加
校
が
増
え
て
い
る
。
教
室
で

新
聞
を
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
読
売
新
聞
は

昨
年
10
月
に
「
新
聞
＠
ス
ク
ー
ル
」
の
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
取
材
の
最
前
線
を
統
括

す
る
地
方
総
支
局
長
が
授
業
に
出
向
く
機
会

が
増
え
講
師
陣
が
充
実
。
授
業
の
テ
ー
マ
も

「
新
聞
を
楽
し
く
読
も
う
」
か
ら
「
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
（
情
報
活
用
能
力
）」
ま
で
、

学
校
現
場
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
広
が
っ
て
い
る
。

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
気
仙
沼

高
校
で
５
月
下
旬
に
行
わ

れ
た
出
前
授
業
で
は
、
読

売
新
聞
東
北
総
局
の
小
野
一
馬
総

局
長
＝
現
・
東
京
本
社
記
者
塾

（
※
）
事
務
局
長
＝
が
講
師
を
務

め
た
。
小
野
総
局
長
は
「
ニ
ュ
ー

ス
を
ど
う
報
じ
る
か　

新
聞
記
者

の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
題
し
て
、
新

聞
の
読
み
方
や
記
者
の
取
材
方
法

な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

地
域
課
題
を
研
究
す
る
１
、２

年
生
約
２
８
０
人
が
参
加
。
小
野

総
局
長
は
、
当
日
の
朝
刊
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
危
険
タ
ッ
ク
ル
問
題
の

記
事
を
取
り
上
げ
、
１
面
や
社
会

面
な
ど
で
詳
細
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
内
容
を
解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

７
年
を
前
に
全
国
版
に
掲
載
し
た

連
載
を
題
材
に
新
聞
記
者
の
取
材

方
法
を
紹
介
。「
現
場
を
歩
く
と

発
見
が
あ
る
。
自
分
の
目
で
見
る

こ
と
が
大
事
だ
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

生
徒
ら
は
こ
ま
め
に
メ
モ
を
と

り
、
積
極
的
に
質
問
を
し
て
い

※
記
者
塾
＝
読
売
新
聞
社
に
入
社
し
た
ば
か
り
の

新
人
記
者
の
研
修
を
は
じ
め
、
若
手
か
ら
中
堅
、

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
記
者
教
育
を
担
当
し
て
い
る

読み』から始めてください」。新聞は隅々まで熟
読するものだと思い込んでいる児童・生徒ある
いは先生方は、これだけで目を丸くする。
　次いで需要の多い「新聞作り・記事の書き方」
では、「一番伝えたいこと、つまり結論を先に書
く」と教える。記事を書く際のイロハだが、学校
で習うのは起承転結型の文章が中心で、ここで
も「目からウロコが落ちる」らしい。
　刺激となる素材は、読み書きの技術にとどま
らない。水戸支局の川辺隆司支局長は、小学
生を対象に「新聞社の連係プレー」をテーマに
授業を行った。自身の支局デスク時代の経験
からリーダーシップやメンバー個々の判断力の
大切さを教えた。東京本社写真部の立石紀和
記者は、東日本大震災で母親が行方不明となっ
た少女への取材体験を小学６年生に紹介。新
聞に掲載した写真で「家族の絆の強さや子が
母を思う気持ちを伝えたかった」と語りかけた。
　いずれも、「取材や新聞作りの舞台裏を初め
て知った。学ぶことは多い」などと好評だった。
　言い方を変えれば、新聞や新聞社は世間か

東
京
都
世
田
谷
区
内
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
で
は
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
文
化
部
の
石
田
汗
太
編
集
委

員
（
58
）
が
新
聞
制
作
に
つ
い
て

の
授
業
を
行
っ
た
。

　

授
業
は
、
英
国
の
義
務
教
育
課

程
を
採
用
し
て
い
る
「
ザ
・
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ク
ー
ル
・
イ
ン
・

ト
ウ
キ
ョ
ウ
昭
和
」
で
行
わ
れ

た
。
英
国
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ

　「初めて知った」「新鮮だった」。出前授業の
あと受講生に感想を尋ねると、手ごたえのあっ
た授業ほど、こんな答えが返ってくる。担当の
先生方にお願いしている授業後のアンケート
でも、好評を得た授業に共通するのは、こうし
た感想だ。

教科書にないことを
　教室に新鮮な刺激を提供できるか。出前授
業の成否は、この一点が握ると感じている。教
科書には載っていないことを伝えるからこそ、
子どもたちの目は輝く。
　「新聞記者って、子どもたちにはヒーローのよ
うに映るんですね」。出前授業の講師を務めた
記者が言った。取材活動や新聞制作の現場で
は当たり前のことが、児童・生徒の目には、とて
つもなく新鮮に映ることは少なくない。
　「新聞の読み方」は、出前授業でもっとも多く
求められるテーマだ。「全部の記事を詳しく読
むのはハッキリ言って無理」「見出しを頼りに、
目に留まった記事をピックアップする『つまみ

新聞には教材が詰まっている
ら見てブラックボックスなのだ。閉ざされた箱
かも知れないが、中には教室で活用できる教
材が詰まっている。

新聞は職種のデパート
　例えば文化事業。「展覧会を開くために、海
外に出かけて絵の持ち主と何年も話し合いを
続ける」と簡単に紹介したことがある。子どもた
ちは、「そんな仕事があるのか」と、目を輝かせ
て聞き入っていた。
　「職種のデパート」とも呼ばれる新聞社だ。編
集や事業のほかに販売、広告さらには新聞作り
を支える技術など、働くことの意義を教える「キャ
リア教育」の教材には事欠かない。先生方には
ぜひ活用していただきた
いし、活用の手法を一緒
に開発していきたい。

リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

様
々
な
国
の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　

授
業
に
は
日
本
の
小
学
校
高
学

年
に
あ
た
る
46
人
が
参
加
。
12
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
自
が
持
ち

寄
っ
た
新
聞
記
事
を
台
紙
に
貼
り

付
け
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
紙
面
を
作
成

し
た
。

　

石
田
編
集
委
員
は
日
本
語
で
授

業
を
行
い
、「
新
聞
を
作
る
と
き

に
は
、
み
ん
な
で
議
論
し
て
、
面

の
か
が
気
に
な
る
」
と
主
張
。
別

の
児
童
は
米
朝
首
脳
会
談
中
止
の

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
、「
世
界
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
」
と
呼
び
か

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ

イ
ン
記
事
に
採
用
さ
れ
た
。

　

石
田
編
集
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

新
聞
に
つ
い
て
、「
重
要
な
ニ
ュ

ー
ス
が
き
ち
ん
と
扱
わ
れ
て
い
る
」

「
難
し
い
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
楽
し
い

話
題
ま
で
採
り
上
げ
て
い
て
、
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
」
な
ど
と

講
評
し
た
。

　

参
加
し
た
男
子
児
童
は
「
記
事

の
重
要
さ
と
紙
面
で
の
大
き
さ
の

関
係
は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
勉
強
に
な
っ
た
」、

女
子
児
童
は
「
み
ん
な
が
持
っ
て

き
た
色
々
な
記
事
を
ま
と
め
る
の

は
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

た
。
小
野
総
局
長
は
授
業
の
最
後

に
、「
毎
日
様
々
な
情
報
が
載
っ

て
お
り
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
。
新
聞
を
読
む
習
慣
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
結
ん
だ
。

　

２
年
の
佐
藤
道み

ち

さ
ん
は
「
新
聞

は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
面

白
い
記
事
も
あ
っ
た
。
同
じ
出
来

事
が
何
面
に
も
分
け
て
細
か
く
書

か
れ
て
お
り
、
色
々
な
見
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
も

新
聞
の
読
み
方
、取
材
方
法
な
ど
テ
ー
マ
に

増
え
る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
授
業

る
情
報
を
読
み
取
り
、活
用
す
る
力
）に

つ
い
て
の
授
業
も
増
え
て
い
る
。

　

６
月
18
日
に
起
き
た
大
阪
府
北
部

を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

「
電
車
が
脱
線
」「
シ
マ
ウ
マ
が
脱
走
し

た
」な
ど
の
誤
っ
た
情
報
が
流
れ
た
。

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
も
、「
近
く

の
動
物
園
か
ら
ラ
イ
オ
ン
が
放
た
れ
た
」

な
ど
と
の
ウ
ソ
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
拡
散
。

発
信
者
が
偽
計
業
務
妨
害
容
疑
で
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。

　

出
前
授
業
で
は
、こ
う
し
た
ケ
ー
ス

を
紹
介
し
な
が
ら
正
し
い
情
報
と
危
う

い
情
報
と
を
見
分
け
る
力
を
養
う
こ
と

の
大
切
さ
や
、様
々
な
情
報
に
接
す
る

と
き
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
い
る
。

　今回の出前授業は、地域
が抱える課題の研究に取り
組む生徒たちに、新聞記者
の取材のノウハウを学んで
もらうのが狙いでした。記
者がどうやって取材や紙面
の計画を決め、記事を書い
ているのかを紹介すると、生徒たちは熱心に
メモをとりながら聞いてくれました。
　授業の後も「インタビューの時はどう話し
かけたらいいか」「アンケートを行う時に注
意することは」と具体的な質問を受けました。
１年がかりで地域研究に取り組む生徒たち。
これから多くの人に出会い、多くのことを学
ぶことと思います。生徒たちの研究発表を見
てみたい。そう感じた出前授業でした。

人との出会い 多くを学んで

小野一馬
東北総局長

１時間で新聞作りのワクワ
クを伝えたい。「新聞はチー
ムで作るもの」というテーマ
に絞り込み、４人がそれぞ
れ記事を持ち寄り、話し合い
でトップ記事を決めて壁新
聞を作るゲームにしてみま
した。実制作時間はたった２０分なのに、カ
ラフルで個性的な紙面を組み上げる発想力
には驚くばかりです。何より、日本語を母語と
しない子どもたちが、こんなにも日本の新聞
が好きなことに、こちらが励まされます。

驚くばかりの発想力

石田汗太
文化部  編集委員

白
か
っ
た
り
、
重
要
だ
と
思

っ
た
り
し
た
記
事
を
大
き
く

紹
介
す
る
」
と
説
明
。
そ
れ

を
受
け
、
児
童
た
ち
は
自
分

た
ち
が
選
ん
だ
記
事
を
ど
う

扱
う
か
を
議
論
し
た
。

　

あ
る
児
童
は
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
危
険
な
タ

ッ
ク
ル
問
題
に
つ
い
て
、「
誰

が
ど
の
よ
う
に
指
示
を
し
た

岩本洋二
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け
れ
ば
、
も
っ
と
ひ
ど
い
状
況
に
な

っ
て
い
た
と
分
析
す
る
の
だ
。
日
本

を
代
表
す
る
大
学
ト
ッ
プ
の
、
文
字

通
り
の
「
異
見
交
論
」
に
刺
激
を
受

け
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
、

ア
ク
セ
ス
数
は
一
気
に
上
昇
し
た
。

　

国
の
関
係
者
の
言
い
分
は
ど
う
だ

ろ
う
と
、
次
に
話
を
聞
い
た
の
が
、

大
学
改
革
の
司
令
塔
で
あ
る
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
本
部

長
・
安
倍
首
相
）
の
上
山
隆
大
議

員
。
案
の
定
、「
す
で
に
“
国
立
”

大
学
で
は
な
い
と
認
識
を
」
と
厳
し

い
考
え
を
表
明
し
て
、
山
極
学
長
の

主
張
に
反
発
し
た
。
さ
ら
に
、
財
務

省
の
神
田
眞
人
・
主
計
局
次
長
は

「
国
立
大
学
は
納
税
者
に
責
任
を
果

た
せ
」
と
追
い
打
ち
を
か
け
、
渡
海

紀
三
朗
・
元
文
科
相
も
、
自
民
党
教

育
再
生
実
行
本
部
の
提
言
を
ま
と
め

た
立
場
か
ら
「
定
員
削
減
で
、
世
界

と
競
え
る
国
立
大
学
に
」
と
強
く
迫

っ
た
。

　

国
立
大
学
へ
の
期
待
の
大
き
さ
と

裏
腹
に
、
財
界
か
ら
の
風
当
た
り
も

強
ま
っ
て
い
る
。
小
林
喜
光
・
経
済

同
友
会
代
表
幹
事
は
「（
国
立
大
学

側
に
）
時
代
感
覚
が
な
い
」
と
さ
え

言
い
切
っ
た
。

　

火
が
つ
い
た
の
は
、
山
極
寿
一
・

京
都
大
学
長
の
回
に
飛
び
出
し
た
一

言
だ
っ
た
。｢

法
人
化
は
失
敗
だ
。

そ
れ
を
認
め
て
も
ら
わ
な
い
と
、
何

も
進
ま
な
い｣

。
国
立
大
学
は
社
会

の
将
来
を
担
う
公
共
財
な
の
に
、
国

は
必
要
な
手
を
差
し
伸
べ
て
い
な
い

と
難
じ
た
の
だ
。

国
立
大
学
は「
犠
牲
者
」？

　

国
立
大
学
の
法
人
化
は
２
０
０
４

年
４
月
。
以
来
、
14
年
が
た
つ
が
、

有
力
な
国
立
大
学
長
が
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
に
対
し
、
明
確
に
失
敗
と

断
じ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。
法
人

化
の
失
敗
と
は
、
つ
ま
り
国
の
文
教

政
策
の
失
敗
を
意
味
す
る
。
山
極
学

長
は
国
立
大
学
協
会
会
長
も
務
め
、

学
者
の
国
会
と
さ
れ
る
日
本
学
術
会

議
の
会
長
で
も
あ
る
。
ど
の
立
場
で

あ
れ
、
発
言
が
公
に
な
れ
ば
大
き
な

波
紋
を
巻
き
起
こ
す
の
は
必
至
で
あ

り
、
実
際
に
そ
う
な
っ
た
。

　

間
を
お
か
ず
に
、
五
神
真
・
東
京

大
学
長
に
登
場
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、「
法
人
化
は
必
然
だ
っ
た
」
と

正
反
対
の
意
見
。
踏
み
切
っ
て
い
な

　

経
営
当
事
者
が
腕
を
ふ
る
え
る
法

人
化
は
、
実
は
国
立
大
学
に
と
っ
て

「
戦
果
」
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。「
大

学
の
自
治
」「
自
主
自
律
」
は
明
治

時
代
以
来
の
、
国
立
大
学
人
の
悲
願

だ
か
ら
だ
。
そ
れ
ま
で
の
国
立
大
学

は
「
文
部
科
学
省
の
一
組
織
」
に
過

ぎ
ず
、
本
省
に
お
伺
い
を
立
て
な
け

れ
ば
何
事
も
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
自
治
」
な
ど
あ
り
え
な
い
「
末
端

組
織
」
の
悲
哀
を
か
み
し
め
て
き
た
。

　
「
法
人
化
」
は
、
国
立
大
学
協
会

と
文
科
省
の
共
同
作
業
の
到
達
点

だ
。
制
度
設
計
を
議
論
し
た
「
国
立

大
学
等
の
独
立
行
政
法
人
化
に
関
す

る
調
査
検
討
会
議
」
の
座
長
は
、
当

時
、
国
大
協
会
長
で
も
あ
っ
た
京
大

学
長
。
各
委
員
会
の
主
査
も
、
国
立

大
学
長
が
務
め
た
。
文
科
省
に
一
方

的
に
押
し
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。

　

残
念
な
の
は
、
新
時
代
に
向
け
た

明
治
以
来
の
大
改
革
と
は
ほ
と
ん
ど

意
識
さ
れ
ず
、
小
手
先
の
対
応
に
走

っ
た
こ
と
だ
。
法
人
化
２
年
後
の

「
骨
太
の
方
針
」
で
人
件
費
な
ど
の

基
礎
的
資
金
「
運
営
費
交
付
金
」
の

毎
年
１
％
削
減
が
決
ま
る
と
、
各
大

学
は
法
人
化
以
前
よ
り
も
文
科
省
の

　

む
ろ
ん
、
当
の
国
立
大
学
関
係
者

は
黙
っ
て
お
ら
ず
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
で
寄
せ
ら
れ
る
コ
メ
ン
ト
も
激
し

さ
を
増
す
。「
政
策
に
翻
弄
さ
れ
る

現
場
の
苦
労
を
わ
か
っ
て
い
な
い
」

「
国
立
大
学
は
行
政
改
革
の
犠
牲
者

だ
」「
な
ぜ
読
売
新
聞
は
こ
ん
な
意

見
を
堂
々
と
載
せ
る
の
か
」
…
…
。

法
人
化
で
何
を
勝
ち
得
た
か

　

国
立
大
学
は
法
人
化
を
押
し
付
け

ら
れ
た
「
犠
牲
者
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

法
人
化
の
構
想
が
明
る
み
に
出
た

の
は
、
１
９
９
７
年
１
月
15
日
の
読

売
新
聞
朝
刊
１
面
の
特
報
だ
っ
た
。

橋
本
首
相（
当
時
）の
直
属
機
関
「
行

政
改
革
会
議
」
が
、
郵
政
民
営
化
な

ど
と
と
も
に
国
立
大
学
の
「
私
立
大

学
化
」
も
検
討
の
俎
上
に
載
せ
よ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
内
容
。
教
育
改

革
、
国
際
競
争
力
の
強
化
な
ど
様
々

な
目
標
を
掲
げ
、「
民
間
的
手
法
」

の
経
営
に
よ
る
実
現
を
狙
う
と
伝
え

た
。
そ
の
後
、
議
論
は
小
泉
内
閣
の

「
聖
域
な
き
改
革
」
に
引
き
継
が
れ
、

最
終
的
に
「
国
立
大
学
法
人
化
」
で

決
着
し
た
。

顔
色
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て

目
減
り
す
る
基
礎
的
体
力
を
補
う
た

め
、
補
助
金
つ
き
の
政
策
に
次
々
に

応
募
す
る
風
潮
が
広
が
っ
た
。
下
卑

た
表
現
で
恐
縮
だ
が
、
ま
さ
に
「
入

れ
食
い
」。
そ
の
結
果
、
ひ
も
付
き

補
助
事
業
が
金
太
郎
飴
の
よ
う
に
ど

の
大
学
に
も
乱
立
し
、
自
主
自
律
ど

こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
。

関
心
度
が
決
め
る

　

で
は
、
法
人
化
で
得
ら
れ
た
も
の

は
何
も
な
い
か
。
答
え
は
Ｎ
Ｏ
。
最

大
は
「
教
育
」
だ
ろ
う
。

　

筆
者
は
２
０
０
８
年
か
ら
読
売
新

聞
の
「
大
学
の
実
力
」
調
査
を
担
当

し
て
い
る
。
偏
差
値
や
知
名
度
に
よ

ら
な
い
大
学
選
び
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
全
国
の
大
学
を
対
象
に
、
教

育
の
取
り
組
み
状
況
や
、
退
学
率
・

卒
業
率
と
い
っ
た
従
来
、
門
外
不
出

と
さ
れ
て
い
た
デ
ー
タ
も
集
め
、
紙

面
化
し
て
き
た
。
２
０
１
７
年
度
調

査
の
回
答
率
は
92
％
に
達
し
、
文
科

省
の
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る

現
在
の
教
育
の
あ
り
よ
う
は
、
教
員

研
修
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
欠
席

の
目
立
つ
学
生
へ
の
家
庭
訪
問
…
…

と
、
涙
ぐ
ま
し
い
ほ
ど
に
き
め
細
か

い
。「
研
究
だ
け
し
て
い
れ
ば
い
い
」

と
い
っ
た
、
か
つ
て
の
国
立
大
学
教

員
の
姿
は
影
を
潜
め
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
姿
勢
を
支
え
て
い
る
の

は
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
だ
ろ

う
。
子
ど
も
の
数
が
減
り
、
２
人
に

１
人
が
大
学
進
学
を
選
ぶ
時
代
に
、

昔
の
エ
リ
ー
ト
教
育
が
通
じ
な
い
の

は
明
ら
か
だ
。
資
源
の
乏
し
い
日
本

が
国
際
社
会
で
立
っ
て
い
く
に
は
人

材
育
成
が
何
よ
り
重
要
と
、
学
長
自

ら
が
研
究
室
を
歩
き
回
っ
て
教
員
に

訴
え
、
学
内
を
束
ね
て
い
く
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
大
学
も
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
外
か
ら
の
応
援
も
改

革
を
支
え
る
力
と
な
る
。
法
人
化
が

な
か
な
か
具
体
的
な
成
果
を
得
ら
れ

な
い
の
は
、
大
学
関
係
者
以
外
の
関

心
の
薄
さ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

法
人
化
の
こ
ろ
の
新
聞
を
め
く
っ
て

も
、
関
係
す
る
投
書
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
法
人
化
直
前
の
国
立
大
学

授
業
料
の
値
上
げ
に
、
学
生
は
反
対

の
声
す
ら
あ
げ
て
い
な
い
。
そ
れ
か

ら
14
年
た
っ
て
も
、
生
徒
を
送
り
込

む
高
校
に
と
っ
て
、
国
立
大
学
と

は
、
法
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と

進
学
実
績
を
上
げ
る
た
め
の
道
具

教育ネットワークのウェブサイトで連載中の「異見交論」が、
ネットユーザーの熱い視線を浴びている。国立大学法人化
の成果は何か、そもそも国立大学とは何か―などと青臭
いテーマで行う有識者インタビューにもかかわらず、アク
セス数はウナギ登り。内容を巡って盛んにリンクが張られ、
ツイッターで議論が拡散している。10,000

12,000

04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

11,000

■ 国立大学法人運営費交付金予算額の推移（億円）

（年度）

1兆2415億円

1兆971億円

国
立
大
学
法
人
化
は

失
敗
だ
っ
た
の
か

で
、
し
か
も
学
費
が
私
立
大
学
よ
り

安
い
、
程
度
の
存
在
に
過
ぎ
な
い
よ

う
に
映
る
。

　
「
異
見
交
論
」
は
、
そ
ん
な
現
状

に
広
く
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
企
画
し
た
。
京
都
、
東
京
の
両
学

長
が
異
な
る
見
解
を
示
し
つ
つ
、「
国

立
大
学
は
公
共
財
」
と
い
う
点
で
一

致
す
る
の
は
、
社
会
貢
献
と
い
う
大

義
の
下
、
変
わ
ら
ず
難
路
を
歩
む
決

意
の
表
れ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。
変

わ
り
つ
つ
あ
る
国
立
大
学
を
孤
立
さ

せ
、「
犠
牲
者
」
論
ば
か
り
が
跋
扈

す
る
状
況
に
追
い
込
ん
で
は
な
ら
な

い
。
百
数
十
年
か
け
て
育
ん
で
き
た

国
立
大
学
と
は
何
か
、
大
学
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
、
も
っ
と
議
論
を

広
げ
、
深
め
た
い
。
日
本
に
と
っ
て
、

人
こ
そ
が
宝
物
。
そ
の
重
要
な
孵
卵

器
な
の
だ
か
ら
。

「異見交論」アクセス好調

「異見交論」は教育ネットワークHPのトップページから！

法 人 化された2004 年 度に比べると
1444億減。東京大と京都大の2大学
分がそっくり削減されたことになる

山極 寿一 氏
京都大学学長

神田 眞人 氏
財務省主計局次長

上山 隆大 氏
総合科学技術・イノベーション会議議員

小林喜光 氏
経済同友会代表幹事

五神 真 氏
東京大学学長

橋本 和仁 氏
内閣府

冨山 和彦 氏
経営共創基盤 代表取締役ＣＥＯ

渡海 紀三朗 氏
元文科相

40vol

44vol

41vol

45vol

42vol

46vol

43vol

47vol

異
交
見
論

リポートリポート

松本美奈 まつもと・みな

読売新聞東京本社教育ネット
ワーク事務局専門委員。大学、
道徳を中心に教育問題を取材・
執筆。『特別教科道徳 Q&A』

『大学の実力』（いずれも共著）
ほか。社会保険労務士。
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室
に
集
ま
っ
た
児
童
は
、
一
人

ひ
と
り
に
配
ら
れ
た
読
売
新
聞

朝
刊
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
１

面
に
４
、５
件
の
ニ
ュ
ー
ス
記

事
が
載
り
、
重
要
な
順
に
大
き

な
見
出
し
の
記
事
が
割
り
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

授
業
の
た
め
に
特
別
に
作
っ

た
見
出
し
の
な
い
紙
面
が
正
面

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
映
し
さ
れ

る
と
、
児
童
た
ち
は
「
何
が
書

い
て
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」「
読

む
気
が
し
な
く
な
る
」
な
ど
と

感
想
を
言
い
合
っ
た
。
次
の
画

面
に
、
見
出
し
や
写
真
が
大
き

く
現
れ
る
と
、「
オ
ー
ッ
」
と

歓
声
が
上
が
り
、
見
出
し
と
写

真
、
イ
ラ
ス
ト
を
割
り
付
け
て
、

紙
面
が
読
み
や
す
く
す
る
工
夫

に
つ
い
て
体
感
し
た
。

　

見
出
し
を
つ
け
る
コ
ツ
と
し

て
、
記
事
の
大
切
な
部
分
か
ら

「
８
～
10
文
字
ぐ
ら
い
」
を
選

ぶ
こ
と
を
教
わ
っ
た
後
、「
見

出
し
ク
イ
ズ
」
に
挑
戦
。
住
吉

記
者
は
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い

わ
た
し
た
ち
の
学
校
の
魅
力
、

新
聞
で
伝
え
た
い

交
流
先
に
新
聞
送
る

　

葛
飾
区
立
柴
又
小
学
校
（
東

京
都
）
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
た
ち
の
学
校
の
魅
力
を
交
流

先
の
小
学
校
に
伝
え
る
新
聞
を

作
る
こ
と
に
な
り
、
６
月
26

日
、
読
売
新
聞
の
記
者
が
児
童

に
新
聞
作
り
に
つ
い
て
の
授
業

を
行
っ
た
。

　

柴
又
小
は
新
潟
県
上
越
市
立

浦
川
原
小
と
、
お
互
い
に
訪
問

し
た
り
、
手
紙
を
や
り
取
り
し

た
り
な
ど
の
交
流
を
続
け
て
い

る
。
今
年
の
夏
は
、
柴
又
小
の

４
年
生
２
ク
ラ
ス
48
人
一
人
ひ

と
り
が
、
学
校
の
素
晴
ら
し
さ

を
紹
介
す
る
新
聞
（
Ａ
５
判
）

を
作
っ
て
浦
川
原
小
に
送
る
こ

と
に
な
っ
た
。

見
出
し
ク
イ
ズ
に
挑
戦

　

新
聞
作
り
の
授
業
の
講
師
を

務
め
た
の
は
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務

局
の
住
吉
由
佳
記
者
。
家
庭
科

見出しのつけ方について住吉記者
から学ぶ子どもたち

分
か
り
や
す
い
新
聞

作
れ
そ
う

　

児
童
は
、
下
書
き
し
て
お
い

た
原
稿
を
、
新
聞
形
式
に
ま
と

め
る
作
業
に
取
り
組
み
、「
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
」「
給
食
が
お

い
し
い
こ
と
」「
生
き
物
を
飼

っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
交
流

先
の
浦
川
原
小
の
友
達
に
伝
え

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
み

な
が
ら
、「
見
出
し
は
、
ど
の

あ
た
り
に
書
け
ば
い
い
で
す
か
」

「
こ
の
見
出
し
を
ど
う
思
い
ま

す
か
」
な
ど
次
々
に
住
吉
記
者

に
質
問
し
た
。

　

授
業
を
終
え
た
児
童
は
、「
新

聞
の
仕
組
み
が
よ
く
分
か
っ

た
」「
見
出
し
の
大
小
で
記
事

が
ど
の
く
ら
い
大
切
か
を
示
し

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」

「
わ
か
り
や
す
い
新
聞
を
作
れ

そ
う
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
て

い
た
。

よ
」
で
も
知
ら
れ
る
帝
釈
天
で

の
節
分
の
豆
ま
き
を
紹
介
す
る

読
売
新
聞
都
内
版
の
記
事
の
コ

ピ
ー
を
配
布
。
記
事
は
見
出
し

の
部
分
を
隠
し
て
あ
り
、
担
任

の
松
下
昭
夫
教
諭
が
記
事
を
読

み
上
げ
る
と
、
児
童
は
一
斉
に

そ
れ
ぞ
れ
見
出
し
を
考
え
て
書

き
入
れ
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
節
分
の
に
ぎ

わ
い
」「
寅
さ
ん 

豆
く
だ
さ
い
」

「
豆
ま
き  

鬼
さ
ん
た
ち
も
『
つ

ら
い
よ
』」
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な

見
出
し
を
発
表
。
住
吉
記
者
は

「
き
ち
ん
と
10
文
字
以
内
に
な

っ
て
い
ま
す
ね
」「
鬼
さ
ん
た

ち
も
『
つ
ら
い
よ
』
は
、
新
聞

社
の
専
門
記
者
が
つ
け
た
見
出

し
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
か
も
」

な
ど
と
講
評
し
て
か
ら
実
際
の

紙
面
で
使
わ
れ
た
見
出
し
「
寅

さ
ん
も
『
福
は
う
ち
』」
を
紹

介
。
児
童
た
ち
は
う
な
ず
き
な

が
ら
、
自
分
が
考
え
た
見
出
し

と
比
べ
て
納
得
し
た
様
子
だ
っ

た
。

柴又帝釈天

地元の記事「帝釈天で豆まき」（2017
年2月4日読売新聞都民版）を元に、
記者が用意した見出しシート

紙
面
構
成
や
見
出
し
の
つ
け
方
、
記
者
か
ら
学
ぶ

東
京
・
葛
飾
区
立
柴
又
小

リポート
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夏
休
み
に
新
聞
活
用

　

後
半
は
秋
山
純
子
・
読
売
新
聞

Ｎ
Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
司
会

で
、「
夏
休
み
に
新
聞
活
用
」
を

テ
ー
マ
に
実
践
交
流
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
新
聞
か
ら

ハ
ッ
ピ
ー
な
記
事
を
見
つ
け
、
生

徒
と
保
護
者
も
コ
メ
ン
ト
を
書
き

込
む
夏
休
み
の
課
題
や
、
修
学
旅

行
の
事
前
学
習
を
兼
ね
た
「
修
学

旅
行
新
聞
」
作
り
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
秋
山
さ
ん
は
、「
新
聞
各

社
の
終
戦
の
日
の
社
説
や
投
書
欄

を
読
み
比
べ
て
感
想
を
書
く
な

ど
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る

課
題
も
出
せ
る
の
で
は
」
と
提
案

し
た
。

員
の
負
担
感
を
高
め
て
い
る
と
指

摘
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
け
、
午

後
5
時
半
以
降
の
電
話
を
教
育
委

員
会
の
担
当
者
の
携
帯
電
話
に
転

送
す
る
岐
阜
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

◇
保
護
者
の
理
解
ど
う
得
る
か

　

参
加
者
か
ら
は
「
や
っ
た
こ
と

も
な
い
運
動
部
の
顧
問
を
任
さ
れ

て
週
末
も
休
み
が
取
れ
ず
、
月
曜

か
ら
の
授
業
が
大
変
だ
っ
た
」
と

い
う
体
験
談
や
、「
部
活
が
好
き

で
何
と
か
学
校
に
来
て
い
る
子
が

い
る
の
も
事
実
。
部
活
に
熱
を
入

れ
る
保
護
者
も
い
る
」
と
の
意
見

も
出
た
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
を
、
教
師

が
楽
を
す
る
た
め
と
と
ら
え
る
保

護
者
も
い
る
と
し
て
、
中
谷
記
者

は
「
保
護
者
の
理
解
を
ど
う
得
る

か
が
一
番
の
カ
ギ
に
な
る
」
と
解

説
し
た
。

　

90
回
目
の
サ
ロ
ン
に
は
、
教
員

ら
21
人
が
参
加
。
前
半
は
編
集
局

教
育
部
の
中
谷
和
義
記
者
が
、

「
教
員
の
働
き
方
改
革
を
取
材
し

て
」
と
題
し
て
ミ
ニ
講
演
を
行
っ

た
。

　

中
谷
記
者
は
ま
ず
、
教
員
の
負

担
が
大
き
い
と
言
わ
れ
る
部
活
動

指
導
の
見
直
し
に
つ
い
て
言
及
。

外
部
講
師
が
生
徒
の
指
導
に
当
た

る
都
内
の
中
学
校
剣
道
部
を
取
り

上
げ
た
記
事
を
紹
介
し
な
が
ら
、

土
・
日
曜
日
も
試
合
の
引
率
で
、

休
み
が
取
れ
な
い
顧
問
の
あ
り
方

に
疑
問
を
呈
し
た
。
文
部
科
学
省

は
昨
年
４
月
、
教
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
教
員
が
い
な
く
て
も

部
活
動
の
指
導
や
引
率
が
で
き

る
「
部
活
動
指
導
員
」
を
制
度
化

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
谷
記
者

は
「
生
徒
に
事
故
な
ど
が
あ
っ
た

時
に
責
任
が
発
生
す
る
た
め
、
教

員
Ｏ
Ｂ
く
ら
い
し
か
な
り
手
が
い

ず
、
学
校
は
人
材
を
探
す
の
に
苦

心
し
て
い
る
」
と
現
状
を
説
明
し

た
。

　

さ
ら
に
、
授
業
研
究
な
ど
教
員

本
来
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事

で
は
な
く
、
保
護
者
対
応
や
、
教

育
委
員
会
の
調
査
へ
の
回
答
な
ど

に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
教

新聞を授業で活用するＮＩＥ（Newspaper In Education）の手法について
教員らが学び合う「読売ＮＩＥ土曜サロン」が6月23日、90回目を迎えた。

サロンは2008年1月にスタートした。読売新聞東京本社で
原則第4土曜日に開催、小・中・高校、大学でＮＩＥに取り組む教員らが

実践を持ちより、交流を深めながらスキルアップを図ってきた。

教員の働き方改革について話す
中谷記者

90 回を迎えた
土曜サロンで、
意見交換する
参加者たち

広がるNIEの取り組み
土曜サロン90 回

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」で
講
演

　

１
回
目
か
ら
参
加
し
て
い
る

東
京
・
東
大
和
市
立
第
十
小
学

校
の
石
黒
文
子
教
諭
は
「
サ
ロ

ン
が
始
ま
っ
た
当
時
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

に
取
り
組
む
教
員
は
少
な
く
、

自
分
の
実
践
が
点
だ
と
感
じ
て

不
安
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ

で
仲
間
と
交
流
し
、
実
践
が
線

で
つ
な
が
っ
た
気
が
す
る
。
記

者
か
ら
直
接
取
材
の
裏
話
を
聞

け
る
の
も
魅
力
的
だ
」
と
話
す
。

　

稲
城
市
立
稲
城
第
四
中
学
校

の
岩
田
美
紀
教
諭
は
「
ハ
ッ
ピ

ー
ニ
ュ
ー
ス
は
取
り
入
れ
て
も

い
い
か
な
と
思
っ
た
。
新
た
な

視
点
が
得
ら
れ
た
」
と
満
足
そ

う
だ
っ
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
が

「
点
か
ら
線
」へ

リポート

7 2018.6〈vol.42〉  



夏休み、どう過ごす？　夏休みイベント特集
　夏休み、今年はどのように過ごしますか？ 海や山に出かける人、ゆっ
くり読書する人、じっくり自由研究に取り組む人もいることでしょう。計画
を立てるときに役立ててもらうために、読売教育ネットワークのサイトで

「夏休みイベント特集」を始めました。展覧会から文学コンテストまで、
様々なイベントが並んでいます。どれを体験するか、ご家族で相談して
みてください。 → http://kyoiku.yomiuri.co.jp/event/

お知らせ・短信
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読売教育3賞
参加者・作品募集

■高円宮杯 第 70 回
全日本中学校英語弁論大会
http://www.jnsafund.org/

国際性豊かな人材の育成を
目的に掲げた伝統ある大会で
す。自作の英語スピーチを披
露して内容を競い合います。

【内容】 論題は自由、制限時
間は5分。地方大会は9～10月（各都道府県）、決勝予選大会
は11月28、29日（東京・赤坂）、決勝大会は11月30日（東京・有
楽町）。参加資格など詳細はウェブサイト参照

【表彰】 1位：高円宮杯、2～7位：読売新聞社杯ほか
【副賞】 三菱商事賞：上位3人

ワールド・ファミリー賞：若干名ほか
【問い合わせ】 事務局　☎03・3217・8393

【主催】読売新聞社／日本学生協会基金　【後援】外務省／文部科学省／
NHK ほか　【協賛】三菱商事／ぺんてる／ワールド・ファミリー／ ANA ホー
ルディングス／ダウ・ケミカル日本／国際ソロプチミスト東京―東／ ECC

■第 68 回 全国小・中学校作文コンクール
 https://info.yomiuri.co.jp/contest/edu/sakubun.html

国内の小・中学校と海外の日本人学校の
児童、生徒を対象に作文を募集します。

【部門】 小学校低学年、同高学年、中学校
【賞】 文部科学大臣賞ほか。11月下旬、

読売新聞紙上で発表
【応募規定】 400字詰め原稿用紙に自筆。

テーマは自由、枚数制限なし。入賞作品の
著作権は主催者に帰属（作品返却なし）

【応募先】 読売新聞本支社 総支局へ。9月12日（水）必着
【問い合わせ】 読売新聞東京本社事業開発部

☎03・3216・8606

【主催】読売新聞社　【後援】文部科学省ほか　【協賛】JR 東日本／ JR 東
海／ JR 西日本／日本テレビ放送網　【協力】三菱鉛筆

■第 62 回 日本学生科学賞
http://event.yomiuri.co.jp/jssa/

中学・高校生のための科学自由研究
コンテスト。個人でも共同でも応募で
きます。

■特別展「昆虫」
http://www.konchuten.jp/

　国立科学博物館（東京・上野）でこの夏、
昆虫をテーマとする大規模な特別展が初
めて開かれます。地球上の生物種の半数
以上を占めるとされ、太古の時代から厳
しい環境を生き抜いてきた昆虫たちの魅
力を余すところなく伝える展覧会です。
　展示の中心は、日本や世界各地で採集
された数々の標本たち。昆虫は、世界で
確認されただけでも約 100 万種あり、実
際はその何倍もの数が暮らしているとされています。
　展覧会では数万点を紹介し、日本最大の甲虫であるヤンバルテナガコ
ガネの新種の基準となった貴重な標本も披露。ホウセキゾウムシのよう
に豊かな色と輝きを持つ昆虫や、琥珀（こはく）の中に閉じ込められた
太古の昆虫などにも出会えます。

■文学はキミの友達。「カクヨム甲子園」
https://kakuyomu.jp/special/entry/kakuyomukoshien

　全国の高校生から小説・エッセイを募
集するコンテスト、"文学はキミの友達。「カ
クヨム甲子園」"を、今夏も開催します。
　募集部門は前回同様、しっかりとした物
語を書きたい方に向けた「ロングストー
リー部門」と、短い文章量で魅せたい、ま
たは気軽にチャレンジしてみたいという
方に向けた「ショートストーリー部門」の2
部門です。両部門からそれぞれ「大賞1名」

「奨励賞5名」「読売新聞社賞1名」「キリ
ンレモン賞1名」が選出されます。応募点
数の上限はありません。夏休みを利用して
ぜひ両部門に応募してください。

【募集分野】 物理、化学、生物、地学、広領域、情報・技術
【応募方法】 各地方審査（9～10月）の詳細はウェブサイトの「都

道府県問い合わせ」へ。情報・技術分野は９月４日（火）～
１０月２８日（日）に事務局へ直接応募

【審査・発表】 地方審査を通過した作品は中央審査へ。12月下
旬、読売新聞紙上で発表

【賞】 内閣総理大臣賞（副賞50万円）ほか。参加作品の中から、
米国で開かれる「国際学生科学技術フェア」に派遣

【問い合わせ】 事務局　☎03・3216・8606

【主催】読売新聞社　【共催】全日本科学教育振興委員会ほか　【後援】内
閣府／文部科学省／環境省／特許庁　【協賛】旭化成

新井陽次郎氏が描いたメインビジュアル

【主催】株式会社 KADOKAWA 【後援】読売新聞社 【協賛】キリンビバレッジ株式会社

【応募受付期間】7月21日（土）12:00～9月10日（月）18:59
【募集部門】ロングストーリー部門：8,000文字以上、20,000文字以下の作品

を募集／ショートストーリー部門：4,000文字以下の作品を募集。
【募集ジャンル】現代ドラマ／エッセイ・ノンフィクション／恋愛／ラブコメ

／ミステリー／ホラー／ SF ／異世界ファンタジー／現代ファンタジー

【会期】7月13日（金）～10月8日（月・祝）（7月17日、9月3、10、18、25日は休館）
【会場】国立科学博物館（東京・上野公園）
【観覧料】前売り一般・大学生1400円（当日1600円）、同小・中・高生500円
（当日600円）
【前売り券発売中】ハローダイヤル☎03・5777・8600



海
外
で
学
ぶ 

・ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米
ボ
ウ
デ
ィ
ン
大
学

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
だ
ら
け
の
教
育

開
成
高
卒
、
ボ
ウ
デ
ィ
ン
大
学（
米
国
）１
年（
執
筆
時
） 

小こ

森も
り 

麟り
ん

太た

郎ろ
う 

さ
ん

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0004170352でお読みいただけます。
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海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェロ
ーシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学
フェローシップの詳細はウェブサイトへ。 http://ryu-fellow.org

　

物
理
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学

を
専
攻
す
る
予
定
で
あ
り
、
大
学
生

活
が
（
波
動
量
子
力
学
に
お
け
る
）

シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
方
程
式
の
数
的

価
値
に
没
入
し
た
り
、（
特
殊
相
対

性
理
論
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
慣
性

座
標
系
の
間
の
座
標
変
換
）
ロ
ー
レ

ン
ツ
変
換
の
教
科
書
を
読
ん
だ
り
す

る
だ
け
だ
っ
た
ら
、
愛
す
る
家
族
か

ら
１
万
キ
ロ
も
離
れ
た
場
所
で
人
生

で
の
貴
重
な
４
年
間
を
過
ご
そ
う
と

は
ま
ず
思
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
東
京
な
ど
の
都

会
生
活
し
か
経
験
が
な
く
、
こ
れ
ほ

ど
多
く
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
囲
ま

れ
た
荒
々
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
離

れ
た
町
に
住
む
チ
ャ
ン
ス
は
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、

２
学
期
の
あ
る
と
き
、
親
し
い
友
達

２
、３
人
と
私
は
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ン
・

ス
ケ
ー
ト
の
乗
り
方
を
習
得
し
た
。

こ
れ
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
さ
ら
に

難
し
く
し
た
も
の
で
、
小
さ
な
車
輪

二
つ
が
つ
い
た
小
さ
な
ボ
ー
ド
二
つ

に
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
足
を
乗
せ
て

す
べ
る
も
の
で
、
全
く
ク
レ
ー
ジ
ー

な
も
の
だ
。

　

だ
が
、
決
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
学
問
に
課
外
授
業
は
つ
き
物

だ
。
私
の
最
初
の
学
期
か
ら
、
多
く

の
時
間
を
割
い
て
努
力
し
た
の
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
と
物
理
の
授

業
だ
っ
た
。
宿
題
を
仕
上
げ
る
た
め

に
、
何
度
も
深
夜
ま
で
こ
つ
こ
つ
勉

強
し
た
。「
人
生
の
意
義
」
と
い
う

突
堤
の
先
端
に
立
っ
て
い
た

寒
い
風
が
吹
き
付
け
た

ず
っ
と
凍
え
て
い
た

底
知
れ
ぬ
黒
い
淵
を
見
た
後

凍
る
湖
に
飛
び
込
ん
だ

湖
面
を
腕
で
た
た
き
続
け
る
と

湖
面
が
光
り
だ
し
た

　

こ
の
時
の
こ
と
を
今
で
も
生
々
し

く
思
い
出
せ
る
。
と
い
う
の
も
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き
の
最
初

に
学
ん
だ
こ
と
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

生
物
発
光
を
目
撃
し
た
の
は
こ
れ

が
初
め
て
。
そ
れ
は
、
９
月
の
夜
、

凍
る
よ
う
に
寒
い
湖
で
微
生
物
が
作

り
出
す
「
生
き
た
光
」
だ
っ
た
。
天

上
に
輝
く
星
と
「
生
き
た
光
」
以
外
、

周
囲
は
漆
黒
の
闇
。
こ
の
世
の
も
の

と
は
思
え
な
か
っ
た
が
、
壮
観
だ
っ

た
！ 

10
秒
し
か
寒
さ
に
耐
え
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
全
身
の
感
覚
を
使
っ

て
の
「
学
び
」、
体
の
内
部
か
ら
沸

き
起
こ
る
圧
倒
的
な
興
奮
を
こ
ん
な

に
感
じ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。

ボウディン大学

1794 年創立の、米国メー
ン州ブランズウィック市に
本部を持つ、全米有数の
リベラルアーツ大学。卒
業生に、「緋文字」で有名
な作家、ナサニエル・ホ
ーソーンら。

討論グループの学友たちと（右）＝本人提供

哲
学
の
授
業
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を

読
了
す
る
た
め
に
へ
と
へ
と
に
な
っ

て
三
日
三
晩
徹
夜
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。

　

全
く
、
ク
レ
イ
ジ
ー
に
も
ほ
ど
が

あ
る
。

　

休
学
し
て
「
ホ
ー
ム
」
を
離
れ
よ

う
、
と
決
心
し
た
。
昨
夏
は
、
日
本

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
Ｉ
Ｔ
事
業
部
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
今
は

ド
ワ
ン
ゴ
人
工
知
能
研
究
所
で
研
究

員
補
助
と
し
て
働
き
、（
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語
を
用
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
を
記
述
す
る
作
業
）

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
実
地
体
験
を
行
っ

て
い
る
。
ボ
ウ
デ
ィ
ン
で
の
生
活
は

あ
と
３
年
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で

ど
ん
な
学
び
の
体
験
が
で
き
る
か
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
だ
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
８
年
２
月
８
日
）
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